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バ
ナ
ナ
Ｆ
Ｍ
と
い
う
和
歌
山
市
を
拠

点
に
し
て
い
る
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が
塩
屋
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
市
議
会
通
信
」

と
い
う
番
組
が
あ
り
、
毎
週
市
会
議
員

が
１
人
ず
つ
出
演
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
収
録
を
し
て
き
ま
し
た
。
実

は
議
員
に
な
っ
た
最
初
の
年
か
ら
毎
年

出
て
お
り
、
今
回
で
３
回
目
で
す
。

収
録
前
に
、
Ｍ
Ｃ
の
宇
和

さ
ん
と
軽
く
打
ち
合
わ
せ
を

し
、
後
は
流
れ
の
ま
ま
に
話

が
す
す
み
ま
す
。
今
回
は
、

高

知
へ
行

っ
て

学
習
し

た

「
憲
法
」
の
話
か
ら
、
孫
の

話
ま
で
、
硬
軟
と
り
ま
ぜ
て

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

突
然
の
質
問
に
す
ぐ
に
答
え

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
人
の
名

前
が
出
て
こ
な
く
て
慌
て
た
り
。
冷
や

汗
も
・
・
・
。

ラ
ジ
オ
を
Ｆ
Ｍ
８
７
・
７
に
合
わ
せ

れ
ば
聞
こ
え
ま
す
。
１
１
日
（
水
）
１

６
時
か
ら
と
、
再
放
送

が
１
５
日
（
日
）
２
１

時
か
ら
で
す
。
恥
ず
か

し
い
け
ど
、
ぜ
ひ
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

みち子のひとりごと

ラジオにでます

９月議会が始まります
月・日・曜

９・９・月 本会議 議案説明

１０・火 休会

１１・水 本会議 一般質問

１２・木 〃 〃

１３・金 〃 〃

１７・火 〃 〃

１８・水 〃 〃、質疑、委員会付託

１９・木 常任委員会

２０・金 〃

２４・火 〃

２５・水 （特別委員会）

２６・木 〃

２７・金 休会

３０・土 本会議 委員長報告、討論、採決

日 程 （案）

９日より、右の日

程（案）で９月定例

市議会が開かれます。

補正予算、条例改正、

市道認定や契約など

の議案が上程される

予定です。内容の審

議は各常任委員会で

行われます。日本共

産党は、住民の立場

で、くらしにとって

利益となるものには

賛成、不利益をもた

らすものには反対を

貫いてまいります。
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生活保護基準引き下げが8月1日実施、
「不服申し立て」の取り組み始まる

和歌山市の標準３人世帯（33才男、29才女、４才子）で、一般生活費の月額が、14

7,570円から140,920円へと、6,650円、4.5％引き下げられました。今後３年間かけ

て最大10％の引き下げとなる見込みです。その上に、障害者加算、母子加算、期末一時

扶助費なども引き下げられており、保護世帯からは生活できないとの声が上がっていま

す。

「行政不服審査請求」の取り組みはどうすればできる？
生活費の引き下げを知った日から60日以内に、県知事に請求人の住所・氏名と審査請

求する理由などを書いた書面を提出します。請求は委任状があれば代理人でもできます。

市内では「あざみの会（４２４－６３００）」も受

付窓口となり、弁護士を代理人に審査請求する取り

組みが始まっています。

市社会保障推進協議会は市長に、保護基準の引き

上げや市民生活に影響しないよう関連する施策の拡

充を求める要望書を提出しました。

「
私
は
一
瞬
、
自
分
が
こ
の
飛
行
機

の
設
計
者
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
『
美

し
い
！
』
と
咽
喉
の
奥
で
叫
ん
で
い
た
」

（
「
零
戦

そ
の
誕
生
と
栄
光
の
記
録
」
）

１
９
３
９
年
４
月
１
４
日
、
零
戦

（
正
式
名
は
「
零
式
艦
上
戦
闘
機
」
）

の
試
作
第
１
号
機
が
初
飛
行
し
た
時
の

感
動
を
、
設
計
主
任
だ
っ
た
堀
越
二
郎

は
自
著
で
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
〝
美
し
き
戦
闘
機
〞
の
登
場
は
、

日
本
を
外
国
の
模
倣
し
か
で
き
な
い
航

空
後
進
国
と
み
な
し
て
い
た
欧
米
諸
国

を
驚
か
せ
た
だ
け
で
な
く
、
太
平
洋
戦

争
初
期
に
は
空
戦
で
米
英
の
戦
闘
機
を

圧
倒
し
、
連
合
国
軍
の
中
に
「
無
敵
零

戦
」
の
神
話
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

零
戦
が
初
め
て
実
戦
投
入
さ
れ
た
の

は
、
日
中
戦
争
下
の
４
０
年
８
月
で
し

た
。
日
本
軍
は
漢
口
を
拠
点
に
、
中
国

国
民
政
府
の
臨
時
首
都
と
な
っ
て
い
た

重
慶
を
爆
撃
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時

の
主
力
戦
闘
機
の
航
続
距
離
は
そ
れ
に

満
た
な
か
っ
た
た
め
、
爆
撃
機
は
護
衛

機
を
伴
わ
な
い
で
飛
行
せ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
軍
の

爆
撃
機
は
連
日
、
中
国
軍
の
戦
闘
機
に

２
機
、
３
機
と
撃
墜
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
待
ち
望
ま
れ
た
の
が
、

当
時
で
は
驚
異
的
な
航
続
距
離
と
格
闘

性
能
を
誇
る
零
戦
の
実
戦
配
備
で
し
た
。

４
０
年
９
月
１
３
日
、
漢
口
基
地
か

ら
出
撃
し
た
１
３
機
の
零
戦
は
、
重
慶

上
空
で
中
国
軍
の
戦
闘
機
２
７
機
と
空

戦
を
行
い
、
わ
ず
か
３
０
分
で
敵
機
全

機
を
撃
墜
、
日
本
軍
の
損
失
は
ゼ
ロ
と

い
う
戦
果
を
上
げ
ま
す
。

零
戦
に
護
衛
さ
れ
た
爆
撃
機
は
そ
の

後
も
４
１
年
８
月
ま
で
重
慶
へ
の
無
差

別
爆
撃
を
く
り
返
し
、
２
万
人
余
り
の

死
傷
者
が
出
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
多
く
は
一
般
市
民
で
し
た
。

太
平
洋
戦
争
初
期
に
は
優
位
を
誇
っ

て
い
た
零
戦
で
し
た
が
、
や
が
て
米
軍

は
零
戦
を
上
回
る
性
能
の
新
型
機
を
投

入
。
一
方
、
日
本
軍
は
技
量
の
高
い
搭

乗
員
が
次
々
と
戦
死
し
、
次
第
に
米
軍

戦
闘
機
に
歯
が
立
た
な
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
爆
弾
を

積
ん
で
敵
艦
に
体
当
た
り
す
る
特
攻
機

と
さ
れ
て
海
の
藻
屑
と
消
え
て
い
っ
た

の
で
す
。

堀
越
二
郎
は
自
著
に
こ
う
記
し
て
い

ま
す
。

「
飛
行
機
と
と
も
に
歩
ん
だ
私
の
人

生
に
お
い
て
、
最
大
の
傷
心
事
は
神
風

特
攻
隊
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
（
同
）

（
平
和
新
聞
２
０
２
５
号
よ
り
）

堀
越
二
郎
と
零
戦


